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この本は，腎生理に造詣の深い Austriaの Insbruck大学， Deetjenら3人
の共著になる小冊子である。そして著者らが前書きに述べているところによる
と，医学生に対する講義録であり，もとは HumanPhysiology (0.H. Gauer 
ら編集)の中の腎に関する一章で・あったものを独立して単行本とし， それを 
Coxonが英訳したものとし、う。
腎の生理は，ここ十数年間にたいへんな進歩が見られており，ことに対向流系
の理論に端を発して， micropuncture法の発展を迎え， まさに日進月歩といっ
ても過言ではなかろう。この本も当然ここにかなりの量をさいているが，目次か
ら見ると， 第 l章としての序説が 1"，99ペー ジ， そして第 2章に当る塩と水の
平衡の項が 100"， 135ぺージとなっており，いささか特異のわけ方に見える。
この序論のところには， Gibbs・Donnan平衡などの基礎理論，糸球体鴻過の機
構，尿細管における物質転送機構と続いており，電子顕微鏡像などもおりまぜて
判りよく解説されている。ことに尿細管機能についてはかなりのページを費やし
て論を進め，諸種電解質の再吸収から，尿素，アミノ酸，蛋白処理などが扱われ，
ついで酸・塩基平衡における腎の役割が相当細かく述べられている。そして対向
流系の説明も判りよく，この方面の基礎知識を得るには好適であろう。かっ極限
状態や，他の動物の腎との比較なども適度に引用され理解を容易にしている。
腎の血行についても，腎の各層の生理的な特性が述べられ，これと共にレニン
の作用に触れているのは当然で、あろうが，あくまで学生向きの故か，このレニン
とアルドステロンとの関係をもう少し述べてほしいと思われ，さらにはカテコラ
ミンについても触れるべきであろうと思った。また同様に血圧調節について腎の
降圧物質については全く述べられていないのも残念である。前書きにあるよう
に，定説以外はなるべく避けたとしても，少しは記されてもよいことであろう。
さらにつけ加えるなら，尿細管の物質転送の中では，カルシウムが数行出てく
るものの，他の 2価のイオンについてはほとんど記述がない。硫酸塩の再吸収に
ついて項目を設けるくらいなら，カルシウムをも少し詳しく，そしてマグネシウ
ムその他にも触れてもらいたかったと思うのは，私が泌尿器科医だからであろう
か。これに関連してビタミン Dについても全く記述がないし，また cyclicAMP 
についても同様である。これらの面は，最近かなり知識が増してきており，中に
は定説もあること故，問題点は問題点としてやはり述べてもらいたかったところ
である。ただし，引用文献から見ると 1970年代のものが見当らない。せっかく 
1975年に刊行して新しく小冊子としてまとめたのだから， その折に何とかなら
なかったものだろうか。
とはいうものの，序章の最後を腎の発達史(比較生理学)で結んだのは，この
本をたいへん興味深く読ませた大きな原因であろうし，さらに，塩分と水の平衡
についての第 2章では，具体例をひいて判り易く解説をし，浸透圧調整についての
中舷の役割や，腸管からの水の吸収といった点にもかなりの力点をおいており，
この本の一つの特徴を出している。またこの章の終りには極端な環境下における
水代謝について触れ，砂漠や大海のまっただなかにほうり出された時にどうする
かといったことをとり上げ，いちだんと好奇心をそそられる。海水の塩分が，海
により大きく異なることなどは，私はこの本で、初めて知った事実である。また最
後に長期間の宇宙旅行の折の水分代謝に論及し，水をいかにして採るかや，無重
力状態での volumeレセプターの刺戟性など，平素われわれが考えもしないよ
うな問題を提起している。
結局，学生向けということでは制限もあり，上記のような 1 2の不満はある"， 
が，全体としては極めて興味をそそられる記述法であり，ある意味で、は砕けた形
の腎生理学の入門書といえよう。(なお，図 8の食塩摂取量と糸球体鴻過のところ
で，“high"と“1ow"が入れ違っている。) 図 63，表 1，文献，合計 176
(三橋慎一)
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